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琉球列島の表層土壌に含まれるマンガン坑

夫城逸朗(沖縄県立博物館学芸員)野原昌人

(海洋地質部)

1沖縄の地形･地質のあらまし

中国大陸の東方に弧状に張りだした島々九州南端か

ら台湾までおよそ1,300kmもあるこの地域が琉球列島

であり南西諸島ともいう.琉球列島の北緯27度以南

に含まれる諸島小島環礁岩礁並びに領海から底る

地域が一行政区域であり沖縄諸島宮古諸島及び八重

山諸島と沖縄本島の東400kmの太平洋上の大東諸島

西400km洋上の尖閣諸島に含まれる木小60余の島々か

ら狂っている.

琉球列島の地質については以下に述べるがその主な

島々の基盤は帯状構造を桂し小西(1965)によると内

側(東シナ海側)から外側に向って寵島黒帯石垣黒帯

モトプク星ガミシマジリ

本部黒帯国頭黒帯島尻黒帯それに熊毛黒帯と6黒帯

に区分されこれらの構造黒帯は各々西南日本の構造黒

帯に対比されている.

a沖縄本島の地形･地質

沖縄諸島の主島一沖縄本島は南北に約135km幅は

オンナ

族い所で4たm(石川市一恩納村伸泊間)
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1�玉城村親愛原赤毛､�15�本都町瀬底下地原

2�･垣花桃原�16�･〃西原

3�知念村山里�17�伊江村東江前

4�宜野湾市宜野湾�ア8�･真謝

5�読谷村犬木�フ9�今帰仁村古宇利

6�･渡具知�20�1粟掴村浜

7�･楚辺�21�具志川村北原

8�･楚辺赤大子�22�〃大原

9�･童名�23�平良市大野越

10�金武村金武�24�'石垣島平得

〃�今帰仁村仲尾次�25�･崎枝

12�･崎山�26�与那国町東崎

13�､血与那嶺�27�･祖納

14�体部町豊原�28�･久部良

広い所で28kmの狭長な島で面積は

1,257km2あり県全体の53%を占める.

本島の中部から北部にかけては主峰与

郡覇岳(498m)を中心に酉銘岳照首山

伊湯岳と多野岳(396m)名護岳久

志岳恩納岳それに本部半島の嘉津宇岳

(451㎜)八重岳の校す三つの山地に分

けられる･これらの山地は不連続で全

般に急傾斜をなし幼年期の川を伴う.

特に与那覇岳を含む山地は東斜面で急崖

をなして海に突っ込み西斜面は緩やか

で局部的に段丘地形をなしている.本

島南部は海抜200m以下の平坦在地形で

南部一帯をつくる岩相が粘土という特異

性もあって侵食作用が進み一般に起伏に

富んでいる.他に地形的特徴としてあ

げられるのは島の回りに発達するサンゴ

礁であろう.これらは琉球列島の他の

島々でも見られ幅50～500mの裾礁型

のサンゴ礁である.このサンゴ礁は

干潮の時には生きたサンゴと熱帯魚が観

察できるタイドプｰルをもつ礁原にかわ

り礁縁には波の花がさき台風の時の

自然堤防と溶る･沖縄本島西方の久米

島は裾礁型のサンゴ礁もよく発達してい

るが長さ約10長mのみごとな景観の盤

礁型サンゴ礁もある.

沖縄本島の地質は本部半島付近が一番�
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方く半島の基盤は古生代二畳紀の与那嶺層･本部層で

岩相は主に結晶質の綴密な石灰岩で粘板岩･チヤ』トを

伴う.この地質時代に相当するものは沖縄本島北端

イヘヤ

伊平屋島の伊平屋層と那覇の北西55kmの東シナ海に

トナキ

浮ぶ渡名喜島の渡名喜層などがある.本部半島の先端

部へ向っては灰色の精晶質石灰岩･シルト岩･凝灰質

ナキジン

泥岩からたる今帰仁層カミ分布する.このシルト岩･泥

岩から多数のアンモナイトやハロビアなどの化石が発見

されている.特にアンモナイトは中生代三畳紀カ』ニ

ナゴ

アン階を指示するものが多い.本島の主部は名護層と

カヨウ

嘉陽層から狂る･名護層は粘板岩･千枚岩を主とし部

分的に結晶片岩や砂岩からなり時には石英斑岩の貫入

岩を伴う.地質時代は未詳である.嘉陽層はアルコ

ｰス砂岩を主とした頁岩との互層からなり一部に千枚

岩やレキ岩も伴うが典型的フリッシュ相の堆積物である.

同層の比較的上部に相当するレンズ状の有津レキ岩から

ヌンムリテスの化石が発見された事により嘉陽層の一

部は少なくとも古第三紀始新世のものである事が判明し

ている･名護層と嘉陽層の関係は東村の与那･安田横

断道路の露頭で観察した限りでは名護層が嘉陽層の下

位に位置し一部断層で接する事がわかる.

カデナ

沖縄本島の地質は中部の残波岬裏手納知花天

願を結ぶ不規則在線をもって大きく変わる.即ちこの

線より北は上記の中～古生層からなり南は新生代第三

紀鮮新世のものとされる島尻層群とこれを不整合に覆

う第四紀洪積世中～後期の琉球石灰岩からなる(写真1).

島尻層群は青灰色シルト質粘土を主とし砂岩･凝灰質

砂岩との互層からなっている.同層群は厚さ1,000m

以上で多くの深海型貝化石を含み北は奄美諸島の喜

界島から沖縄本島の南部一帯を経て宮古島まで帯状に分

布している.琉球石灰岩は主に島尻層鮮のキャップ･

ロックとして発達し造礁性サンゴ柱どの浅海成堆積物

から構成される.この石灰岩の分布は沖縄本島の南部

から中部一帯本部半島周辺部それに久米島宮古島

与郡国島など付属する島々と広範囲にわたっている.

本島における琉球石灰岩は下位から那覇石灰岩(Naha

1m･)読谷石灰岩(YontanIm.)それに牧港石灰岩

(Machinato1m.)と三分される.

b宮古諸島の地形･地質

宮古島は三角形に近い形で中央部に野原岳(109m)が

あるが一般に低平な島である.地質は沖縄本島南部

ック化1している.

6八重山諸島の地形･地質

イ"

八重山諸島は石垣島と亜熱帯原生林におおわれた西

オモテ

表島および幾つかの周辺の島々から桂る.石垣島には

非モト

県の最高峰於茂登岳(525m)がありホウラ岳野底岳

久宇良岳安良山の恋す山地が北東方向にのび平久保

半島まで続いている.西表島は本島に次ぐ面積(322

km2)を有し未だ人跡未踏の場所が多い.ほぼ四角形

をなすこの島は古見岳(470m)テドウ山南風見岳

ウ』シ｣ク森そして御座岳の校す山地が島の主部を占め

この山地を深く刻んで浦内川(延長約20km)仲良川

クイラ川や仲間川が満々と水を堪えている.

石垣島の地質で基盤を構成するものは時代未詳の変

成岩からなるツルム層チャｰトを主とする富崎層こ

れらを不整合におおいヌンムリテスの化石を含む石灰岩

からなる宮良層緑色凝灰岩類の野底層でありこれら

を貫入した花岡岩類が於茂登岳一帯に分布している.

また新生代の堆積物に名蔵レキ層と琉球石灰岩がある.

特に琉球石灰岩は島の南部に分布し低い丘陵地形をつく

っている.

西表島は島の大部分が斜交層理の発達した砂岩砂

岩･泥岩の互層それにレキ質砂岩からなる八重山層群で

占められる.八重山層群は貝類ウニその他豊富な化

石とかつて稼行した事もある炭層を含んでいる.･島

の西部には祖納レキ岩が分布する.これは下位の八重

山層灘や上位の琉球石灰岩とも不整合関係にある.北

東部にはツルム層の一部と八重山層群の下部に相当す

る凝灰色レキ岩などの火山性物質が分布する.

2琉球列島におけるマンガン塊包含層

琉球列島の島々で特に人々の目をひくのは一見“真赤"

な色をした表層土壌つまりテラロッサである.これは

写真1沖縄本島南部の景観�
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よくみると暗褐色一褐色一赤褐色とよく変化し沖縄本

島北部は南部と異なって色あざやかになる恋ど場所に

よる違いも明瞭である.また土壌の厚さも薄い所で10

c皿たらず厚い所で3m以上といろいろ変化している.

この土壌は沖縄では一般にマｰジ(真地)と呼ばれ

かなり粘土質だが乾燥すると細かく割れてくずれやすい

性質がある.沖縄本島南部の琉球石灰岩地域のものは

島尻マ』ジと呼ばれ本島中～北部に分布して中･古生

層からなる岩相上のものは国頭マｰジと呼んでいる.

島尻マｰジは微アルカリ性で国頭マｰジは強酸性とい

われ沖縄の主要産物の一つであるバインは好酸性の為

国頭マｰジの地域で栽培されている.

このマｰジと総称される土壌に多くのマンガン塊が含

まれている.これは一般に黒褐色の球形(ノジュｰル)

をしたものだが時には角ばって偏平になったものや

土壌を黒褐色に染めている場合もある.マンガン塊の

分布は現在わかっている限りでは第1図に示した通りで

ありこれはすべて新生代第四紀の琉球石灰岩の分布と

一致している.琉球列島の他の島々でもこのマンガ

ン塊を含む土壌即ちマンガン塊包含層は確認されたが

これはいずれも琉球石灰岩を不整合におおっている.

マンガン塊採集地点の海抜高度もいろいろ変化しており

オヤケハルヨミタンソペ

本島南部の玉城村親慶原で約150m読谷村楚辺付近で

海抜3～4㎜の地点である.

本報告はマンガン塊包含層の主な地域の地質的背景

を細かく観察し包含層が琉球石灰岩の風化に由来する

土壌なのかあるいはまったく別の起源のもの荏のかを

知りさらにマンガン塊の成因を考える資料としてまと

めたものである.

各地のマンガン塊包含層をみるかぎりでは(写真2)

11)薄い包含層が琉球石灰岩を不整合におおっている

(2)不整合部の石灰岩は湿っぽくかなり風化してぼろぼろに

なっている(本部町豊原その他2･3の露頭で観察)

(3)沖縄のきびしい気象条件(年平均気温22.3.C年間降水

量2,200mm年平均湿度70～80男)恋と

の点から石灰岩の風化起源によると思われる要素が多い.

マンガン塊包含層に不整合におおわれる琉球石灰岩の

岩相は例外の所もあるが一般にサンゴの化石を多く

含み軟質でガナガサした感じのサンゴ質石灰岩(COra･

ninelm.)からなっている.

なお以下の所でマンガン塊の主な採集地点の露頭に

ついて述べる.

aマンガン塊の呼び名とその利用

伊江島出身のある古老から子供のころ南の島の雪合

戦ならぬマンガン塊を互いに投げあって遊んだという話

を聞いた.これほど多量のマンガン塊が存在するもの

である.

このマンガン塊は地域によっていろいろと呼び名があ

り伊江島ではティグブｰフ(方言ティグは太陽の事

ブｰフは意味不明)瀬底島ではイシダネ(有種)読谷

村大木あたりではルｰヌクス(方言ルｰは竜クスは

糞の事)という一般的にはヒジャｰクスあるいはヒジ

ャｰクスクワｰ(方言ヒジャｰはヤギでクスは糞)

と呼びそのものそっくりで当を得ている.このマン

ガン塊を“竜の糞"とか“太陽のもの"と呼び天からき

たものと考えたあたりはやはり“ニライカナイ"の神の

国を信ずる信仰深い島だという事カミわかるような気がす

る.現在これらのマンガン塊は沖縄独特の焼物にみ

られる黒褐色の色をだす紬薬の材料として若干利用され

ているにすぎない.

b主なマンガン塊採集地の露頭記載

タマゲスクナ丁ケ^ル子カモウ

(1)玉城村親愛原赤毛(第1図1)

海抜130～150㎜のやや平坦地形を粗し前面には中

城湾をひかえはるか北の方に細長く横たわる与勝半島

を遠望できる絶景の地である.この場所のマンガン塊

は学校の教材用にしばしば採集されるたど以前からよく

知られていた.

シンザト

マンガン塊包含層を含む地域の地質は下位は新里累

層からなりこれは新第三紀鮮新世ごろの島尻層群上部

に相当するもので岩質は青灰色のシルト質粘土を主体

にし部分的に砂岩凝灰質砂岩浮石質凝灰岩との互層

からなる.これを不整合におおって琉球石灰岩の那覇

石灰岩が分布する.石灰岩の岩相は中～粗粒の有孔虫

殻砂を基質としハマサンゴやキクメイシの塊状サンゴ

写真2琉球石灰着を不整合にお抽う土壌(読谷村部屋)�
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写真3不規則拒形をしたマンガン塊(玉城村親慶原)

類枝状サンゴの破片石灰藻球それに二枚員巻貝の

貝類など多くの生物化石を含む黄白色の綴密･堅固なも

のである.

マンガン塊包含層はこの石灰岩を不整合におおい黄

味がかった赤色～赤褐色をした細粒の粘土質土壌である

土壌の厚さは1.3～2mでその断面は地表面から10～20

cmは黒褐色～褐色20～70cmは黄味がかった赤色約

80cm付近から赤褐色になり多くのマンガン塊を含むよ

うになる.マンガン塊は約30cmの厚さで密集し形

は一般に球形だが偏平で角はったものもたくさんあり

(奪真3)一部土壌を黒褐色に染めるように濃集した'

所もある.マンガン塊は一般に大粒で最大径5c㎜

のものもある.密集部の比較的下部にはマイクロ･ノ

ジュｰルが多くみられるようになる.

�

先キノハナトウパル

(2)玉城村垣花桃原(第1図2)

地質環境は上記した親慶原と同様だがこの一帯では

土壌がうすくなり石灰岩レキだらけの畑で主にキビ畑

として利用されている.こういう景観ではあるが赤

褐色をした土壌には固形肥料と見誤るくらい多くのマン

ガン塊が含まれている.このマンガン塊は畑の地表面

に浮きでているため土壌中でのくわしい断面は観察でき

ない.マンガン塊は大きいもので直径1.5cmで大

部分俸直径0.5～1.0cmの黒褐色をした球形である.
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地表前i

黒褐色山赤褐色の

細粒土壌

細片状にわれやすい

赤禍色､級密で粘土賃の土壌

ねばっこい

約15㎝の呼さでマンガン塊が

細粒の赤褐色土壌

大型のマンガン塊は少なくなる

黒い改正点状にマンガン塊が､

含まれる

赤褐色土壌

細片状にわれやすい

マンガン塊は含まない

琉球石灰岩

サンゴ倣石灰岩

(3)読谷村大木(第1図5)

ここは沖縄のマンガン塊分布地域の中でも特に層状に

密集して分布しその胚胎状況が詳細に観察できる模式

的な露頭である.

土壌は1.8mほどの厚さてその断面は第2図の通りで

ある.マンガン塊は地表面から約30cmの所に約15c㎜

ぐらいの厚さで密集しそこから約80cmの深さまでは

大型のノジュｰルは次第に少なく黒く斑点状にみえるマ

第2図マンガン塊を含む土壌断面図(読谷村大木)

イタロ･ノジュ』ルになりそれ以深では見られない.

アンガン塊密集部は露頭の観察できる範囲内では連続

して分布する.マンガン塊の大きさ注直径1～2,5cm

で平均して大型の球形である(写真45).

この地域では土壌が直接基盤の石灰岩をおおう関係は

観察できない.しかしこの一帯には那覇石灰岩が分布

しその岩質は粗粒の有孔虫殻砂を基質にした綴密堅固

なサンゴ質石灰岩からなっている､

この露頭で地表面から10cmごとにマンガン塊を胚胎

する土壌をサンプリングして現在筆者の一人(野原)

が化学分析を進めている.

(4)読谷村楚辺(第1図7)

マンガン塊は読谷村楚辺の南海岸通称ユｰバンタで

海岸に面した海抜3～4mの石灰岩台地に分布している.

石灰岩は那覇石灰岩に相当する激密な石灰藻球石灰岩

(A1gaLba111m.)である.

マンガン塊はこの石灰岩を溶食してできた小さい窪

みをうめる砂質の褐色土壌に含まれている.団塊は黒

褐色をした直径5mm前後の比較的小粒だが量的には多

い(写真6).

ナキ歩シ

(5)今帰仁村崎山(第1図12)(写真7)

海抜約20mに分布する赤褐色の細粒土壌に多数のマン

ガン塊が含まれる.マンガン塊は球状で大型のものカミ

多い.一帯はキビ畑になっており土壌は獲乱されて�
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地点は海抜71.5㎜と平坦在島で南北に細長く北側で多

少拡がりシャモジの形をしている.

島の中央部と南側中央部に基盤の今帰仁層が分布し

これを琉球石灰岩が不整合におおっている.石灰岩は

15～20mと35～40㎜の2つの明瞭な段丘地形を形成する

この各段丘を構成する石灰岩は上の段丘で中～粗粒の

有孔虫殻砂を基質とするサンゴ質石灰岩であり下の段

丘をつくるものはサンゴの化石も含むカミむしろ石灰藻

や石灰藻球それに二枚貝･巻貝の貝類化石を多く含み

多孔質ではあるが堅固な石灰岩である.色は黄白色ま

れにうす茶色を示す.この石灰岩はかつて良質の

“ドラバ』テソ'として採石された事もある.

これらの石灰岩を不整合におおう褐色～赤褐色の土壌

に多くのマンガン塊が含まれる.しかしこの島では土

壌の所はすべて畑として利用されておりそのため包含

層は獲乱されマンガン塊は地表面に浮きだしている.

イエマジヤ

(8)伊江村真謝(伊江島)(第1図18)

伊江島は海洋博覧会の行校われていた本部町備瀬の

約4.5たm西の海上にある.遠方からみたこの島は

グスクヤ守

中央に海抜172mの城山(方言でイｰタッチュという)

が尖塔をなしてそびえ海抜80m以下は次第になだらか

に校りながら2･3段の段丘地形をなしまさに海に浮

ぶ記念塔を見るような景観である.

この尖塔状の城山は層状チャ』トや粘板岩を主体と

した伊江層(古生層とされる)からなる.島の大部分

は琉球石灰岩からなり伊江層はその内座層として分布

する.琉球石灰岩は海岸付近の海抜5～6mの所に

石灰藻球石灰岩(A1gaLba11Im.)が不連続に分布し内

陸側は主として細粒の有孔虫殻砂を基質にしてサンゴ

石灰藻類二枚員や巻貝柱との貝類ウニ鮮虫類の化

石を含むカミ全体的にみるとサンゴ化石の多い軟質なサ

ンゴ質石灰岩である.

マンガン塊はこのサンゴ質石灰岩を不整合におおう

細粒の褐色～暗褐色をした土壌に含まれ黒褐色をした

球形で直径5㎜m以下のものが多い.

写真8琉球石灰岩を不整合におおうマンガン塊包含層(本部町豊原)

ク…'カワクメ

(9)具志川村大原･北原(久米島)(第1図2122)

久米島は沖縄本島の西約80たmの所にあってほぼ四

角形に近い形をした島である.島の西側と東側には延

長5たmと10kmの盤礁型のサンゴ礁が発達している.

島の地質は下位から時代未詳の島尻千枚岩層新第

三紀中新世ごろのものとされるトクジム層鮮新世の阿

嘉砂岩･シルト岩層山城凝灰岩層宇江城安山岩層そ

れに第四紀の琉球石灰岩から構成される.

この島においてもマンガン塊は地表面が一面真黒く

感じられるほど存在するが(写真10)これはすべて琉

球石灰岩の分布する島の西端(伸泊から伸地を経て具志

川を結ぶ線より西側)に限られている.琉球石灰岩は

海抜約40mの地形面をつくるヤシャｰガマ石灰岩約25

mの大原石灰岩それに約2mのイリビシ石灰岩から構成

される.ヤシャｰガマ石灰岩は中～粗粒の有孔虫殻

砂を基質に枝状･塊状のサンゴ二枚貝･巻貝の貝類を

含むもので石灰藻球が密集する所もあればサイクロ

クリピウスやオパキュリナなどの大型有孔虫が密集する

所もある白色のやや綴密在石灰岩である.大原石灰

岩は全体にガサガサした感じのする多孔質恋もので一

般に細粒の有孔虫殻砂を基質としサンゴ化石の破片を

多く含む淘汰の悪い石灰岩である.

マンガン塊はこれらの石灰岩の上にあるいずれの土

壌にも含まれている.例えば北原の仲間クムイの近

くではヤシャｰガマ石灰岩の上に厚さ約1mのしまりの

写真9マンガン塊包含層の断面(本部町豊原)�
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よくない赤褐色土壌が分布するがそこではマンガン塊

は地表面から約60c皿の深さまで密集し大原石灰岩地

域では石灰岩上にできた小さい窪みを満たす厚さ10cm

たらずの土壌に多数のマンガン塊が含まれている(写真

��

ヨナゲニソナイ

(10)与郡国町祖納(与那国.島)(第1図2627)

与郡国島は琉球列島の最西端にあたり世界最大の蛾

｢ヨナクニサン｣と在来の小型馬｢ヨナグニウマ｣でよ

く知られた所である.島は東西にややのびた平行四辺

形に近い形をしており海岸線は一般に20～100m･の急

崖をなしている.

島の地質は新第三紀中新世のものとされる八重山層

群と第四紀の琉球石灰岩からなる.八重山層灘は上部

に相当する淡褐色～黄褐色の砂岩と青灰色の頁岩が分布

しこれは一部基底レキ岩を伴いながら琉球石灰岩に不

整合におおわれている.

マンガン塊は三ヶ所で確認される主な露頭は祖納の

東にある測候所の北側で牧草におおわれた暗褐色土壌

中である.マンガン塊は一般に大型で不規則た形を

したものが多い.包含層の下の石灰岩は非常にガサ

ガサして多孔質なサンゴ質石灰岩である.もう一方の

採集地点は東碕へ向う途中でA1g･L工ichな石灰岩を

不整合におおう土壌中でこれは八重山層群の砂岩に由

来する砂を含む砂質土壌である.

写真10

地表面をおおうマンガ

ン塊(久米島)

写真11琉球石灰岩(白い部分)とその間をうめる包含層(久米島)�
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あとがき

琉球列島に産出する陸性マンガン塊及びそれを胚胎す

る地層の特徴について述べた.従来これらのマンガ

ン塊についての報告は学会で二～三発表されているのに

すぎずその成因はもとよりその包含層との関係も未

だ明らかにされていない.陸性マンガン塊はその形

態内部構造並びに化学組成の面で著しく深海性マン

ガンノジュｰルと類似する.それ故陸性マンガン塊

の研究は未だ論議の的である海洋性マンガンノジュｰ

ルの成因を探る上で大変重要な“鍵"を提供するものと

期待される.詳細は追って報告する.

おわりに調査にあたっていろいろ御協力いただいた

沖縄県立博物館県商工部商工課の関係者の皆様に感謝

する.
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地学と切手

コロンビアのガレラス火山

コロンビアには20の火山がありそのうち7つは噴火

の記録があり4つは噴気活動が認められる.

ガレラス火山(Ga1eras)はコロンビアの南部エク

アドルとの国境近くにある活火山でコロンビアでは最

も活発な火山である.カレラ(Ga1era)バスト(Pas･

t0)はガレラス火山の同義語である.この火山の山頂

には東西にのびた6×3km深さ1,800mのカルデラが

ありカルデラ壁の高さ4,266mその中の中央火口丘

の高さ4,180mの成層火山である.カルデラ壁の最高

部はその北東壁でラマパラダ(LamaPa1ada)と呼ばれ

その麓にはバスト市があり切手は北東からみた山体が

面かれている.火山の基底は東側では海抜1,700～

1,800mであり西側では約3,000皿でコロンビアの火

山の基底が一般に海抜1,000～2,000mであるのにくらべ

ると最も高い方に属する.

ガレラス火山はコロンビア第一の活火山であり噴火

は1535年から知られている.1535年から1717年までは

連続的に噴火しそれ以後は数年にわたって噴火活動を

続けることが多い.火山は岩質は新潮のものは撤橦石

含有普通輝石安山岩で古期のものは角閃石含有紫蘇輝

石安山岩魚閃石安山岩黒雲母角閃石石英安山岩であ

る.

切手は1954年1月15目に5cと30cが発行され1959

年12月に30cの加刷が発行された.30cは加刷された

分湾示されている.�


